
五条天神社

義経伝説を語る上で欠かせない存在

である、武蔵坊弁慶。『義経記』によ

れば、義経と弁慶はここ五条天神で

初めて出会ったという。数多くの伝

説を残した主従関係はこの地から始

まった。 ―京都市下京区天神前町

まずは、第21回京都市ベンチャービ

ジネスクラブ（KVBC）総会が、会員、

賛助会員のご出席のもと開催され、ま

た2つの議案をご審議いただき、滞り

なく承認されました事を感謝し、ここ

に御報告申し上げます。

今夏にはKVBC設立20年を迎えま

す。2005年度はそれを記念して、10月

7日に「大人になりました、KVBC設

立20周年記念式典」を盛大に開催する

事にいたします。是非、これを好機と

して次代を担う若いベンチャー起業

家・経営者のKVBCへの参加を呼びか

けたいと思います。

ところで、20年前といえば、現会員

の皆さんは私を含めほとんど30歳代、

40代前半ではないでしょうか。現在、

40歳代が数人で、ほとんどの方が50歳

以上です。次代を担う若いベンチャー

起業家の御紹介を1社1名お願いし、

KVBCの更なる活性化につなげていき

たいと思い、今年度は会員増強を代表

幹事特命事項と位置づけました。20年

と一言で言いますが、月日が経つのは

早いもので、その間、経営資源、「人」

「物」「金」「情報」のそれぞれの流れ

は20年前はおろか、ここ数年でがらっ

と変わっています。

例えば、ひごい・下駄（置物にす

る？）がアメリカで売れたり、もちろ

ん20年前には携帯電話なんかありませ

んし。各種ファンドができたり、電子

決済も可能になり、電子××構想もあ

り、バイオ、ナノテク…などなど、あ

げれば切がありません。そのような変

化に我々は対応していかなければなり

ません。大変な世の中になっているの

は事実です。

さて、進化論を唱えたダーウィンの

「種の起源」を引用して、『「この世に

生き残る生き物は、最も力の強いもの

か。そうではない。最も頭のいいもの

か。そうでもない。最もお金持ちか。

そうでもない。それは、変化に対応で

きる生き物だ」と。…次なる進歩、発

展のために、痛みを伴う構造改革を実

行すると同時に、大事なことは、我々

の考え方、行動にも大きな変革・改革

が求められている』と、小泉首相も所

信表明演説で言われているとおり、

KVBCにも大きな変革・改革が求めら

れていると思っています。しかしなが

ら、これらは会員皆様方のご支援なし

では、成し得ませんので是非ご協力の

程お願い申し上げます。

第２回
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㈱ユニシス 藤関 治清

～義経ゆかりの地を歩く～

KVBC20周年　さらなる発展を目指して



1 事業概要
2004年度は、企画広報事業として

「中小企業にとっての産学連携を探る」
をテーマとしたセミナーの開催や会員企
業若手幹部の研修事業「The thirties
KVBC メンバーズクラブ」を中心に、
会員相互の情報交換や勉強会、会員外の
企業経営者等へKVBCの活動を広くPR
することに取り組んだ。
（1）企画広報事業
企画広報事業として、下記の事業に取
り組んだ。
ア. 総会：会員相互の交流、情報交換の
場として開催。第2部では、学校法人
京都情報学園の長谷川靖子理事長、
学校法人京都コンピュータ学園の長
谷川亘統括理事を迎え、「IT教育のパ
イオニアとして」をテーマに講演会
を行った。

イ. 産学連携セミナー：「中小企業にと
っての産学連携を探る」をテーマに
下記の3大学の担当者を講師に迎えて
3回開催した。
①京都産業大学　位ノ花 俊明

リエゾンオフィス事務局長
②京都造形芸術大学　藤井 秀雪教授
③同志社大学　和田 元教授
ウ. The thirties KVBC メンバーズク
ラブ
会員企業の次代の経営を担う、若手
幹部社員を対象に下記のテーマで5回
にわたり、研修及び懇親会を行った。
講師：㈱アポロ総合経営　

代表取締役　杉原　潔氏
①企業家精神を育む

②問題解決実践力を養成する
③部下指導力を強化する
④利益獲得力を養う
⑤商品開発力を磨く

（2）プロジェクト事業
会員の事業参加の促進とKVBCの活性
化のため、興味あるテーマをまとまりや
すい少人数で研究することで、そのテー
マを十分掘り下げることを目的として取
り組んだ。
ア. 人材ネットワークプロジェクト

人材ネットワークプロジェクトで
は、人材に対する「確保・教育・定
着・活用」という広範なテーマで、
年間を通して研究、実践していくこ
とを目指して事業に取り組んだ。

イ. ものづくり研究会
大企業にない特質を生かした「も

のづくり」を考えることを基本理念
に共同でのアイデア商品の開発、ベ
ンチャー的ものづくりについての研
究、会員相互の理解と情報交換を進
め、楽しく面白い会をモットーとし
て研究例会や見学会、1泊研修会など、
計15回の研究例会を開催した。

ウ. グローバル問題研究会
情報が氾濫する時代において、真

実の情報を希求し、見識を深めるた
め、毎月の月例会報の発信をはじめ
情報交換を行った。

（3）研修・会員交流事業
以下の研修事業を行った。
ア. 会社見学＆納涼会

滋賀県大津市のオプテックス株式
会社の会社見学を実施するとともに、

琵琶湖ミシガン船上において納涼会
を行った。

イ. 菓子作り体験＆忘年会
伏見区の「玉家」において、「駿河

屋」のご主人を講師に菓子作り体験
を行った後、忘年会を実施した。

ウ. 第18回京都ベンチャーセミナー
（KVBC技術セミナー）

2004年度は、「最新映像セキュリ
ティ～監視カメラと画像処理～」を
テーマに、株式会社ユニバーサルコ
ンピュータ研究所の横山雅敏社長及
び当クラブ副代表幹事である株式会
社ケルクセキュリティシステムの仲
社長を講師に迎えての講演会を、キ
ャンパスプラザ京都にて開催した。

（4）新規会員の開拓
KVBCを常に「新しいクラブ」として
活力を維持し、これに相応しい会員の開
拓を図るため、クラブのPRに努め、新
規会員3社の入会があった。また、昨年
度創設したジュニア会員1社の入会があ
った。
（5）その他事業
ア. KVBC機関誌「SHAKE HANDS
Letter」の発行

会員の内外に、会員企業の紹介や
KVBC活動を紹介する情報誌として、
機関誌を毎月2,000部発行した。
イ. 本年10月7日に開催する20周年
記念事業に向け、企画推進委員会を5
回開いた。

去る6月16日、2005年度のKVBC総会が開催されました。藤関
代表幹事の議事進行のもと、2004年度事業報告・収支決算報告・
監査報告、ならびに2005年度事業計画案・収支予算案などの報告
が行われ、いずれも滞りなく承認されました。
第Ⅱ部では、京都精華大学の牧野圭一教授と上田修三表現機構研

究事業部長をお招きし、来秋の設立が予定されている「京都国際マ
ンガミュージアム」の概要について講演が行われました。その後、
引き続いて懇親会が行われ、和やかな雰囲気のなかで会員相互の交
流が進められました。

第21回 2005年度
総会を開催

KVBC第21回総会次第 2005（平成17）年度
■第1部 14:00～　議事
第1号議案　「2004年度事業報告・収支決算報告・監査報告」
第2号議案　「2005年度事業計画案・収支予算案」
報告　　　 「2005年度の役員体制について」
■第2部 15:15～
記念講演「マンガの可能性と京都国際マンガミュージアムの役割」
講師　京都精華大学　牧野　圭一　芸術学部マンガ学科教授

上田　修三　表現研究機構研究事業部長
■第3部 17:00～19:00 懇親会
アトラクション 沖縄のクラウン（ストリートパフォーマー）

『コトラ』によるパフォーマンス　

第1号議案
2004（平成16）年度事業報告 平成16年4月1日～平成17年3月31日

第1部

藤関代表幹事による議事進行



1 基本方針
日本経済はようやくバブル崩壊後の後
遺症から立ち直りを見せ、経済指標から
も各企業の事業活動が活発になりつつあ
る様子が伺える。
また、ITの更なる発展やグローバル化、
少子高齢化の進展、地球環境問題の深刻
化などにより、各業界において、急速な
技術革新や競争激化、新しいビジネスモ
デルの構築に迫られている。
今こそ、これまでにない新たな発想が
生まれ、評価され、報われる機会が広が
っているといえる。機動性を発揮できる
ベンチャー企業にとっては成長への大い
なるチャンスの時であり、KVBCの真価
が問われているのである。
今年度で20周年を迎えるKVBCは、

「創造と挑戦を続ける未来派集団」とい
う活動理念を改めて認識し、会員各企
業が独自技術や製品の開発研究、新し
いシステムやサービスの構築などに取
り組むとともに、新たな会員企業の参
加によるクラブの活性化と会員企業の資
質向上のための活動に取り組み、会員企
業のベンチャースピリットの高揚と研鑚
の場としての機能を充実しなければな
らない。
今年度は、現執行部を基本とした新役
員体制の下、20周年記念事業の成功に
向け、全会員一丸となって取り組むとと
もに、これまで長年にわたって培われて
きたKVBCのよき伝統や事業を踏まえつ
つ、新たな時代を見つめ時代に合わせた
事業を展開していくものとする。
2 事業執行体制
20周年を迎える今年度は、会員増強

を最重点課題として、代表幹事を中心に、

20周年記念事業などを通じて、特に新
鋭の若手経営者の入会に取り組む。また、
重点事業として、20周年記念事業をは
じめ、KVBCの諸事業を次々項4で説明
する5つの事業に大別し、5名の副代表
幹事と幹事がそれぞれの事業を担当する
ことによって、責任体制の明確化、効率
的な事業の推進を図ろうとするものであ
る。
3 最重点課題
「会員増強」
設立20周年を迎えたKVBCの今後の

発展のために、20周年記念事業などを
通じて、代表幹事を中心に、特に新進気
鋭の若手経営者の入会に全力で取り組む。
4 重点事業
（1）20周年記念事業
KVBC20周年を記念し、これまでの歴
史を振り返り、また今後の更なる発展を
目指し、以下の記念事業を実施する。
ア. 記念式典
イ. パネルディスカッション

歴代代表幹事を招いて、「KVBCを
通して語るベンチャービジネスの精
神」をテーマにパネルディスカッシ
ョンを行う。

ウ. 第2回京都ドリーム大賞
10年前にKVBC10周年を記念し

て実施した企業アイデアコンテスト
「KVBCドリーム大賞」の第2回目を
行う。
また、「京都ドリーム大賞」で奨励

賞を受賞され、そのアイデアを事業
化し、その後東証マザーズに上場さ
れたスリープロ㈱社長の高野研氏を
招き記念講演会を行う。

エ. KVBC20周年限定商品販売
KVBCのPRのためにKVBC20周

年限定のロゴシールを貼付した限定
商品の販売を行う。

オ. 会員限定海外研修旅行
（2）企画広報事業　
ア. 20周年記念事業関連

事業を有意義なものとするため、
事業計画や広報に取り組む。

イ. 総会
通常総会、臨時総会の運営、議事

進行を行うとともに、併設事業の講
演会や懇親会等を企画、実施する。

ウ. 機関誌（S・H・L）の発行
機関誌（SHAKE HANDS

Letter）の発行を隔月で行い（500
部）、より内容を充実していくととも
に、将来のペーパーレス化について
検討していく。

エ. KVBCWebの保守管理
（3）プロジェクト事業
興味あるテーマをまとまりやすい少人
数で研究することにより、そのテーマを
十分に掘り下げるとともに、会員間の交
流を深めることを目的として実施する。
各プロジェクト事業は、少なくとも1

名のKVBC幹事が参加するか、そうでな
い場合は書面において1回／月の活動報
告を行うものとし、4名以上のKVBC会
員で組織するものとする。
●ものづくり研究会
●人材ネットワークプロジェクト
●グローバル問題研究会
（4）研修事業
ア. 研修会

経営や技術などの諸問題をテーマ
として、講師を招いてのセミナーや
見学会、視察などを行う。

イ. 会員企業若手経営幹部研修
平成16年度に実施した会員企業若

手経営幹部研修を引き続き行う。
（5）会員交流事業
ア. 例会

KVBＣ会員企業にとって有意義な
テーマに設定し、講演会やセミナー、
懇親会を実施し、会員交流及び新規
会員の開拓を行う。

イ. 親睦事業の開催
会員の交流促進と親睦のため、納

涼会、忘年会などの親睦事業を行う。

第2号議案
2005（平成17）年度事業計画＜案＞ 平成17年4月1日～平成18年3月31日
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代表幹事 藤関　治清 ㈱ユニシス
副代表幹事 河合　康博 アド・プロヴィジョン㈱
〃 仲　　良二 ㈱ケルクセキュリティシステム
〃 井上太市郎 ㈱スリーエース
〃 田中　峰子 ㈱冨田屋
〃 藤井　哲也 パシオ㈲

幹　　事 有川　晴彦 アーク・テクノリサーチ㈱
〃 中村　史門 ㈱アルファ・プリント社
〃 木下　　豊 ㈱エクザム
〃 清水　隆二 ㈱エスケイショップ
〃 滑田　教夫 ㈲京都旅企画
〃 中川　茂之 システムプロデュース㈱
〃 愛知後秀作 星和情報システム㈱
〃 猪飼　昭嗣 ㈱ゼロワン
〃 川端　克裕 大洋エレックス㈱

〃 大東　利幸 大東寝具工業㈱
〃 日比　昌孝 日貴電子㈱
〃 土井　達也 日本コンピュータファシリティ㈱
〃 小川　陸美 ㈱ハイパーテック
〃 西谷　謙二 ㈱和光舎

会計幹事 冨田　尚男 冨田尚男税理士事務所
〃 田中　正道 シーク電子工業㈱

顧　問 中野　美明 京都市産業観光局長
〃 木　壽一 （財）京都高度技術研究所理事長
〃 堀場　雅夫 （財）京都高度技術研究所最高顧問
〃 立石　義雄 （財）京都産業21理事長

シニア会員
カウンセラー 辻　　　理（サムコ㈱代表取締役）
カウンセラー 西河　勝男（㈱暁電機製作所代表取締役）
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KVBC Report

ひと昔前まで、勉強をしないでマンガを読んで

いると両親に叱られたものでしたが、ここ10年

の間、宮崎アニメやゲームソフトのヒットなどの

影響で、マンガに対する見方というものが随分と

変化したように思います。まだまだ“マンガ”そ

のものを看板にしている大学は少ないのですが、

東京大学でアニメーションをプロデュースするコ

ースが創設されたり、映像やデザインのカリキュ

ラムの中でマンガについて研究するところも増え

てきました。また、東京都では都知事の呼びかけ

でアニメーション大会が開催されるなど、「日本

が世界に誇るべき文化産業」という意識が定着し

つつあるのではないでしょうか。

マンガが持っている経済効果に注目し、日本に

追いつけ追い越せと、マンガ教育に力を注いでい

るのが、お隣の韓国です。約400もの大学・専

門学校にマンガやアニメの教育コースが設置さ

れ、約9000人にのぼる学生がプロを目指して

勉強しています。映像レベルも非常に高度で、企

業などと共同でゲームソフトを制作している学生

も少なくありません。

京都精華大学では、30数年前からデザイン学

科の中にマンガの要素を取り入れ、ケント紙にペ

ンで描くストーリーマンガだけでなく、カートゥ

ーン（風刺）マンガ、またCGを駆使したアニメ

ーションなど、さまざまな角度からマンガ文化の

研究・普及に努めてきました。2006年には

「マンガ学部」が新たに創設され、また同じ年の

秋には「京都国際マンガミュージアム」の設立が

計画されています。受け入れる学生数も、1学年

200名に増加する予定です。

では、大学ではどのような教育が求められてい

るのでしょうか。大学教育の目的は、いわゆる流

行作家を生み出すことだけではありません。今、

最も望まれているのは、専門技術をつないで、社

会に役立つ産業を起こしていけるような人材で

す。そのためには、マンガが持っているさまざま

な可能性に目を向けていく必要があると思います。

例えば、私たちは、三重県との連携で、マンガ

を使った問題解説誌の製作を行っています。差別

や偏見を取り扱った重いテーマですが、マンガが

持っている表現能力を使えば、こうした分野でも

十分に活用することができるのです。

また、京都府立医科大学からの依頼で、脳出血

を起こしたときの対処方法や手術部位、危険性な

どをマンガで分かりやすく説明した小冊子をまと

めました。ギャグマンガやファンタジーマンガな

ど、従来のマンガの概念にこだわるのではなく、

視点を別に向ければさまざまな可能性が広がって

います。「複雑な医療器具の取り扱いを説明する

マンガを描く企業を立ち上げられないか」という

意欲ある学生が現れるなど、学内でベンチャーの

芽も育ちつつあるようです。

先日、作家の養老孟司氏と対談する機会があり

ました。その中で、養老氏は「マンガというのは、

“ルビのある漢字”である」とおっしゃいました。

なるほど、象形文字であれば、そこに何が描かれ

ているのか、何が進行しているのかひと目で分か

ります。難しい外科手術の解剖図であっても、人

権問題を取り扱ったものであっても、多様で専門

的な内容を表現できるわけです。これまでの、た

だおかしいだけのマンガ表現だけでなく、絵文字

だと定義することによって、何かユニークな可能

性を切り拓くことができないでしょうか。

私たちは、これからのマンガ教育を通して、そ

んな幅広い視点に立った人材を育成したいと考え

ています。マンガそのものの認知度は確かに高ま

っています。しかし、京扇子やきものの中に、マ

ンガのデザインが取り入れられるようになってこ

そ、本当の成功だといえるのではないでしょうか。

私たちは、「京都国際マンガミュージアム」の中

で、そんなマンガの将来像を追求していきたいと

考えています。

記念講演

第2部 マンガの可能性と京都国際マンガミュージアムの役割

マンガが結ぶ学問・地域・産業
牧野 圭一 氏（京都精華大学　芸術学部　マンガ学科教授）

世界に誇るべき文化産業として
見直されるマンガ

絵文字としての
マンガの可能性を追求

専門技術をつないで
新たな産業を起こす人材育成



第3部の懇親会では、京都市産業観光局 中野美明局長の

挨拶に始まり、ご来賓の方々をはじめ、記念講演をいただい

た京都精華大学 牧野教授と同大学 表現研究機構 上田研究事

業部長様にもご出席いただき、大変有意義なひとときとなり

ました。アトラクションでは、沖縄から来ていただいた『コ

トラ』さんによるストリートパフォーマーの巧みな芸を披露。

会場内では終始にぎやかな交流が図られました。

KVBC Report

懇親会

「京都国際マンガミュージアム」は、日本で初

めての総合的なマンガ研究機関を目指したもので

す。京都市との共同事業で、2006年の秋に旧

龍池小学校（中京区烏丸御池）を利用して設立し

ようと考えています。

本ミュージアムの役割ですが、まず1つ目はマ

ンガ関連資料の収集・保存・展示です。現在、有

名作家を取り扱った施設はたくさんありますが、

総合的なマンガのデータベースというのはまだ構

築されていません。私たちは研究課題として、日

本のマンガ資料の収集、伝承に力を注いでいきた

いと思っています。

2つ目は、観光都市京都における新たな文化ス

ポットとしての役割です。京都には毎年100万人

の修学旅行生が訪れますが、例えばマンガの小冊

子を入場券の代わりにするなど、魅力ある企画や

イベントを取り入れることによって、初年度10

～20万人の修学旅行生の誘致を目指していきま

す。また、マンガ関連の生涯学習機能を充実させ

ていく予定です。

3つ目は、産学公連携による人材育成と新産業

の創出です。“マンガ司書”や“アニメーション

学芸員”など、新しい専

門技術者が誕生してもい

いと思います。本ミュー

ジアムの活動が、これま

でにない職業人やマンガビジネスにかかわる起業

家を育成するきっかけになればと考えています。

本ミュージアムの具体的な活動イメージです

が、国内のマンガ本を中心に江戸末期以降の北斎

の復刻版や、世界各国の著名マンガ本、アニメー

ションなど、初年度は10万冊の収蔵を目指しま

す。また京都精華大学において三十数年前からカ

ートゥーンマンガを教育してきた実績を生かして

「世界のカートゥーンマンガ展」や「京都を舞台

にしたマンガ展」など、各種展示企画なども考え

ています。

そのほか、マンガ・アニメーション製作に関連

した幅広い知識を有するクリエーターの育成、新

人漫画家の作品の紹介、そして中国や韓国などマ

ンガ文化の醸成に力を注いでいる大学・教育機関

との技術交流にも積極的に取り組んでいきます。

このように、本ミュージアムが見据える活動像、

将来像は具体化しつつあります。私たちは、これ

までのような“静的”なミュージアムではなく、

「そこに行けば何か面白いことが起こる」と感じ

てもらえるような“動的”な複合施設を目指した

いと思っています。まだまだ手探りの状態ですが、

「こんな機能がほしい」「こんなビジネスチャンス

がある」など、ベンチャー企業の視点から皆様の

ご意見をいただければ幸甚です。本日はありがと

うございました。

京都国際マンガミュージアムの概要
上田 修三 氏（京都精華大学　表現研究機構　研究事業部長）

京都観光の中核を担う
総合的なマンガ研究機関

マンガ文化の発展に貢献する
“動的”な複合ミュージアム

第3部

講演を聞く参加者

ご来賓の皆様 参加者一同で乾杯！

『
コ
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』
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副
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幹
事



人材ネットワークプロジェクト
グローバル研究会
ものづくり研究会

人材ネットワークプロジェクト
グローバル研究会
ものづくり研究会

6月 7日（火）10:30～17:00「キャンパスプラザ京都」
人材ネットワークプロジェクト　
2006年KVBC就職フェア

6月10日（金）18:00～20:00「京都タワーホテル」
ものづくり研究会　第118回例会

6月16日（木）14:00～19:00「マリアージュ」
KVBC第21回総会

7月13日（水）16:30～18:00「京都コンピュータ学院」
人材ネットワークプロジェクト　就職説明会

7月21日（木）9:30～「伊賀の里モクモクファーム」
ものづくり研究会　第119回例会

7月28日（木）18:00～20:30「京都市保養所きよみず」
KVBC7月例会

第11期定期総会

去る5月16日、京都タワーホテルにおいて、KVBCもの

づくり研究会の定期総会が行われ、16年度の事業報告や

17年度の事業計画が審議されました。また、研究会発足

11年目を迎え、新たな気持ちで会員企業がお互いに切磋

琢磨していくことを確認しました。

総会に引き続いて、元京都市産業観光局長で龍谷大学経

営学部の西口光博教授を講師に招き、「ものづくりについ

て」をテーマに講演会を開催し、先生の専門分野である伝

統産業界の話題も交えながら非常に興味深いお話をしてい

ただきました。

その後の懇親会では、先斗町の芸妓梅祐さんによる和笛

演奏・日本舞踊が行われるなど、和

やかな雰囲気のなか、会員相互の親

睦交流が深められました。

2006年　就職フェアレポート

去る6月7日（火）に2006年KVBC就職フェアが京都

市下京区のキャンパスプラザ京都で開催されました。来春

卒予定の学生を対象にした毎年恒例の就職合同説明会で、

会員から9社（エクセレンス株式会社、けいしんシステム

リサーチ株式会社、システムプロデュース株式会社、株式

会社スリーエース、株式会社ゼロワン、日貴電子株式会社、

日本コンピュータファシリティ株式会社、株式会社フジヤ

マ技研、株式会社ユニシス）が参加され、昨年来の売手優

位の就職事情を反映して、来場者数は例年よりも伸び悩み

26名と少し残念な結果となりましたが、7月13日（水）

にも就職フェア参加企業合同

の会社説明会を京都コンピュ

ータ学院において行います。

また，このたび、先の総会

において承認されましたとお

り、人材ネットワーク事業の

担当幹事が、株式会社和光舎

の西谷謙二社長からパシオ有限会社の藤井哲也社長に代わ

りました。3年間人材ネットワークを運営されてきました

西谷社長お疲れ様でした。

平成16年度事業報告（抜粋）

山中代表のご挨拶

105回 平成16年 5月12日 第10期定期総会 総会・懇親会

107回 7月21日 7月研究例会 私のしごと館見学

110回 10月1.2日 10月研究例会 10周年1泊研修旅行

111回 10月23日 11月研究例会 京都競馬場特別貴賓席での会員交流、参加者数最高

114回 平成17年 2月23日 2月研究例会 東レ滋賀事業場見学、井畑氏退会式

■記念式典

■歴代代表幹事によるパネルディスカッション
テーマ：「20周年を通して見たベンチャースピリット」

■京都ドリーム大賞
最終審査、授賞式

■懇親会

■会員限定 海外視察研修

【第1部】

【第2部】（予定）

開催日 平成17年10月7日（金）
場　所 ホテル日航プリンセス京都


